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10．防災の取組について 

 

問21 地域の防災活動に参加したことがありますか（○は１つ） 

・「ある」が 51.4％で、「ない」の 46.6％を 4.8ポイント上回っている。 

 

 

 

■ 性別・年齢別 地域の防災活動に参加したことの有無（問 21×Ｆ１，２） 

・男性は「ない」、女性は「ある」が多く、男女で傾向が分かれた。 

・年齢別では、20歳代から 40歳代までの世代では「ない」の方が多く、20歳代では８割を超え

ている。50歳代以上の世代では「ある」の方が多く、年齢層が高いほど参加率も高い。 

 

 

  

ある

816
51.4%

ない

740
46.6%

無回答

32
2.0%

N=1,588

合計 ある ない 無回答

全体 1588 51.4 46.6 2.0

男性 691 48.5 50.4 1.2

女性 847 54.1 44.4 1.5

20歳代 119 17.6 82.4 0.0

30歳代 184 21.7 77.2 1.1

40歳代 278 39.9 60.1 0.0

50歳代 204 60.3 39.7 0.0

60歳代 310 66.5 32.6 1.0

70歳代以上 425 68.0 28.0 4.0

問21 地域の防災活動に参加し
たことの有無

Ｆ１ 性別

Ｆ２ 年齢(年
代別)
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■ 居住地区別 地域の防災活動に参加したことの有無（問 21×Ｆ３） 

・和泉中央、いちょう団地、中田、しらゆりでは「ない」、それ以外の地区では「ある」の方が

多くなっている。和泉北部では参加率が７割を超えている。 

 

 

 

■ 自治会町内会加入状況別 地域の防災活動に参加したことの有無（問 21×Ｆ10） 

・自治会町内会に「加入している」ケースでは「ある」が過半数に達し、「加入していない」ケ

ースでは「ない」が８割を超えており、加入率と参加率には顕著な関係性がみられる。 

 

 

  

合計 ある ない 無回答

全体 1588 51.4 46.6 2.0

中川エリア 256 50.0 48.8 1.2

緑園エリア 175 56.6 42.9 0.6

新橋エリア 80 55.0 43.8 1.3

和泉北部エリア 69 73.9 24.6 1.4

和泉中央エリア 272 46.3 52.6 1.1

下和泉エリア 60 50.0 48.3 1.7

富士見が丘エリア 85 50.6 48.2 1.2

上飯田エリア 129 58.1 41.1 0.8

上飯田団地エリア 23 56.5 43.5 0.0

いちょう団地エリア 27 44.4 55.6 0.0

中田エリア 305 47.5 49.2 3.3

しらゆりエリア 58 46.6 51.7 1.7

問21 地域の防災活動に参加し
たことの有無

Ｆ３ 連合

合計 ある ない 無回答

全体 1588 51.4 46.6 2.0

加入している 1339 57.0 41.6 1.4

加入していない 187 14.4 84.5 1.1

問21 地域の防災活動に参加し
たことの有無

Ｆ10 自治会町
内会加入状況
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問21－１ （問21で「２ ない」と回答した方）その理由は何ですか。（○はいくつでも） 

・「参加する時間がとれない」が 46.9％で最も多く、半数弱が挙げている。次いで「きっかけが

ない」（31.9％）、「参加方法が分からない」（23.1％）、「人間関係が負担である」（19.5％）

などとなっている。 

 

 

 

■ 性別・年齢別 地域の防災活動に参加しない理由（問 21－１×Ｆ１，２） 

・男女とも「参加する時間がとれない」が最も多くなっている。 

・年齢別では、20歳代から 50歳代までの世代では「参加する時間がとれない」、60歳代以上の

世代では「きっかけがない」が最も多くなっている。 

 

 

 

■ 自治会町内会加入状況別 地域の防災活動に参加しない理由（問 21－１×Ｆ10） 

・自治会町内会に「加入している」「加入していない」ともに「参加する時間がとれない」が最

も多くなっている。また、「加入していない」ケースでは「参加方法が分からない」が全体値

に比べて 10 ポイント以上高く、自治会未加入者に対する防災活動への周知が課題となってい

る。 

 

 
  

46.9

31.9

23.1

19.5

8.8

7.3

2.6

0 10 20 30 40 50

参加する時間がとれない

きっかけがない

参加方法が分からない

人間関係が負担である

興味・関心がない

その他

無回答
N=1,588
複数回答

％

合計 興味・関
心がない

参加する
時間がと
れない

参加方法
が分から
ない

きっかけ
がない

人間関係
が負担で
ある

その他 無回答

全体 740 8.8 46.9 23.1 31.9 19.5 7.3 2.6

男性 348 11.5 45.4 26.1 35.3 19.3 6.9 1.1

女性 376 6.4 48.1 21.0 29.3 20.5 7.2 3.7

20歳代 98 13.3 55.1 28.6 35.7 17.3 6.1 1.0

30歳代 142 8.5 54.9 31.0 33.1 16.2 4.2 0.7

40歳代 167 7.8 57.5 14.4 28.1 22.8 3.6 1.2

50歳代 81 11.1 61.7 22.2 29.6 17.3 3.7 1.2

60歳代 101 7.9 31.7 30.7 34.7 22.8 6.9 3.0

70歳代以上 119 5.9 20.2 15.1 31.9 21.0 19.3 8.4

Ｆ１ 性別

Ｆ２ 年齢(年
代別)

問21-1 参加したことがない理由

合計 興味・関
心がない

参加する
時間がと
れない

参加方法
が分から
ない

きっかけ
がない

人間関係
が負担で
ある

その他 無回答

全体 740 8.8 46.9 23.1 31.9 19.5 7.3 2.6

加入している 557 8.1 50.1 19.9 30.0 19.0 7.7 2.7

加入していない 158 10.8 40.5 33.5 36.1 21.5 5.7 1.3

Ｆ10 自治会町
内会加入状況

問21-1 参加したことがない理由
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問22 災害対策として、行政が特に力を入れるべきことは何だと思いますか。（○は１つ） 

・「災害に関する情報提供」が 36.8％、次いで「水・食糧・毛布などの備蓄」が 34.8％となっ

ており、この２つに回答は集中している。以下「災害時要援護者（高齢者や体の不自由な方）

の支援」（16.7％）、「地域における防災組織の活性化」（11.8％）などと続く。 

 

 

■ 性別・年齢別 災害対策として、行政が特に力を入れるべきこと（問 22×Ｆ１，２） 

・男女とも「災害に関する情報提供」が最も多く、男女による差異はみられない。 

・年齢別では、20 歳代から 40 歳代までの世代では「水・食糧・毛布などの備蓄」が最も多く、

年齢層が若いほど数値が高くなっている。50歳代以上の世代では「災害に関する情報提供」が

最も多く、50歳代を境に傾向が分かれた。 

 

 

  

36.8
34.8

16.7
11.8

8.9
1.5

0.7
3.0

0 10 20 30 40

災害に関する情報提供

水・食糧・毛布などの備蓄

災害時要援護者（高齢者や体の不自由な方）の支援

地域における防災組織の活性化

防災訓練などの意識啓発強化

その他

特にない

無回答
N=1,588
複数回答

％

合計 災
害
に
関
す
る
情
報

提
供

水
・
食
糧
・
毛
布
な

ど
の
備
蓄

地
域
に
お
け
る
防
災

組
織
の
活
性
化

防
災
訓
練
な
ど
の
意

識
啓
発
強
化

災
害
時
要
援
護
者

（

高
齢
者
や
体
の
不

自
由
な
方
）

の
支
援

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

全体 1588 36.8 34.8 11.8 8.9 16.7 1.5 0.7 3.0

男性 691 35.6 34.9 12.4 9.7 16.2 2.7 1.0 1.2

女性 847 38.6 35.5 11.7 8.5 17.1 0.5 0.4 3.0

20歳代 119 29.4 58.0 14.3 7.6 11.8 0.8 0.0 0.0

30歳代 184 38.0 49.5 7.6 9.2 8.7 2.2 0.0 1.1

40歳代 278 33.8 48.2 11.9 9.0 13.7 1.4 0.7 0.4

50歳代 204 48.0 29.4 14.2 9.3 12.7 2.0 0.0 1.0

60歳代 310 39.7 25.2 12.3 9.7 18.4 0.6 1.0 3.9

70歳代以上 425 33.6 23.8 12.0 9.2 24.5 1.9 1.2 4.2

Ｆ２ 年齢(年
代別)

Ｆ１ 性別

問22 災害対策として、行政が特に力を入れるべきこと
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■ 居住地区別 災害対策として、行政が特に力を入れるべきこと（問 22×Ｆ３） 

・新橋、和泉北部、下和泉、中田では「水・食糧・毛布などの備蓄」、それ以外の地区では「災

害に関する情報提供」が最も多くなっている。 

 

 

 

■ 乳幼児・未就学児、学童・学生、高齢者、要介護者の有無別 災害対策として、行政が特に力を入

れるべきこと（問 22×Ｆ５） 

・乳幼児・未就学児、小学生・中学生、高校生・専門学校生・大学生がいるケースでは「水・食

糧・毛布などの備蓄」、65 歳以上の高齢者、要介護など支援を要する人がいるケースとこれら

に該当する人がいないケースでは「災害に関する情報提供」が最も多くなっている。また、要

介護など支援を要する人がいるケースで「災害時要援護者（高齢者や体の不自由な方）の支援」

の数値が特に高く、全体値を大きく上回っている。 

 

 

  

合計 災
害
に
関
す
る
情
報

提
供

水
・
食
糧
・
毛
布
な

ど
の
備
蓄

地
域
に
お
け
る
防
災

組
織
の
活
性
化

防
災
訓
練
な
ど
の
意

識
啓
発
強
化

災
害
時
要
援
護
者

（

高
齢
者
や
体
の
不

自
由
な
方
）

の
支
援

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

全体 1588 36.8 34.8 11.8 8.9 16.7 1.5 0.7 3.0

中川エリア 256 38.3 37.1 12.5 12.1 18.8 2.0 0.0 0.4

緑園エリア 175 37.1 32.6 16.6 6.3 13.7 2.3 2.3 1.1

新橋エリア 80 28.8 41.3 12.5 2.5 18.8 1.3 0.0 6.3

和泉北部エリア 69 23.2 34.8 20.3 13.0 11.6 1.4 0.0 2.9

和泉中央エリア 272 40.4 34.2 11.8 8.1 14.7 0.4 0.4 1.8

下和泉エリア 60 31.7 38.3 5.0 8.3 16.7 1.7 1.7 5.0

富士見が丘エリア 85 40.0 38.8 8.2 10.6 11.8 1.2 0.0 1.2

上飯田エリア 129 37.2 30.2 7.0 10.1 24.0 0.8 0.0 3.1

上飯田団地エリア 23 47.8 26.1 4.3 13.0 21.7 4.3 0.0 4.3

いちょう団地エリア 27 51.9 33.3 18.5 7.4 25.9 3.7 0.0 0.0

中田エリア 305 35.1 37.0 11.5 9.2 16.4 1.6 1.0 4.3

しらゆりエリア 58 44.8 24.1 12.1 10.3 15.5 1.7 0.0 1.7

Ｆ３ 連合

問22 災害対策として、行政が特に力を入れるべきこと

合計 災
害
に
関
す
る
情
報

提
供

水
・
食
糧
・
毛
布
な

ど
の
備
蓄

地
域
に
お
け
る
防
災

組
織
の
活
性
化

防
災
訓
練
な
ど
の
意

識
啓
発
強
化

災
害
時
要
援
護
者

（

高
齢
者
や
体
の
不

自
由
な
方
）

の
支
援

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

全体 1588 36.8 34.8 11.8 8.9 16.7 1.5 0.7 3.0

乳幼児・未就学児 166 32.5 54.2 10.8 7.2 7.8 0.6 0.6 1.2

小学生・中学生 213 36.2 46.0 16.0 10.3 8.5 0.5 0.9 0.0

高校生･専門学校生･大学生 195 41.5 43.6 13.8 11.3 10.8 2.1 1.0 0.5

65歳以上の高齢者 457 37.6 27.4 11.2 10.9 20.6 1.3 1.1 3.1
要介護など支援を要する
人 91 36.3 27.5 6.6 6.6 35.2 1.1 0.0 3.3
１～５に当てはまる同居
者はいない 357 36.7 35.9 10.4 8.1 14.6 1.1 0.3 2.0

問22 災害対策として、行政が特に力を入れるべきこと

Ｆ５ 同居され
ている方
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問23 災害に強いまちづくりを進めるため、重要だと考える施策は何ですか。（○はいくつでも） 

・「電気・水道などのライフラインの耐震化」が 68.8％で最も多く、７割近い人が挙げている。

次いで「建物の耐震化や不燃化」が 50.9％である。以下「狭い道路の拡幅」（37.6％）、「緊

急輸送を実施する幹線道路の確保」（33.8％）、「公園などのオープンスペースの整備」（26.1％）

などと続く。 

 

 

 

■ 居住地区別 災害に強いまちづくりを進めるため、重要だと考える施策（問 23×Ｆ３） 

・いずれの地区でも「電気・水道などのライフラインの耐震化」が最も多くなっている。 

 

 

  

68.8
50.9

37.6
33.8

26.1
19.0

14.7
1.5
3.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

電気・水道などのライフラインの耐震化

建物の耐震化や不燃化

狭い道路の拡幅

緊急輸送を実施する幹線道路の確保

公園などのオープンスペースの整備

洪水・浸水対策

橋りょうなどの耐震化

その他

無回答
N=1,588
複数回答

％

合計 建
物
の
耐
震
化
や
不

燃
化

狭
い
道
路
の
拡
幅

公
園
な
ど
の
オ
ー

プ

ン
ス
ペ
ー

ス
の
整
備

電
気
・
水
道
な
ど
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
耐

震
化

緊
急
輸
送
を
実
施
す

る
幹
線
道
路
の
確
保

橋
り
ょ

う
な
ど
の
耐

震
化

洪
水
・
浸
水
対
策

そ
の
他

無
回
答

全体 1588 50.9 37.6 26.1 68.8 33.8 14.7 19.0 1.5 3.3

中川エリア 256 53.1 33.2 29.3 75.4 40.2 20.3 20.3 0.8 1.6

緑園エリア 175 60.6 18.9 24.0 74.3 33.7 10.3 12.0 2.9 1.1

新橋エリア 80 51.3 47.5 22.5 72.5 33.8 15.0 17.5 1.3 5.0

和泉北部エリア 69 56.5 23.2 31.9 66.7 33.3 13.0 17.4 0.0 4.3

和泉中央エリア 272 44.5 45.2 29.0 64.7 34.9 14.3 20.2 1.8 0.7

下和泉エリア 60 43.3 51.7 23.3 55.0 35.0 13.3 15.0 1.7 6.7

富士見が丘エリア 85 49.4 37.6 21.2 74.1 29.4 11.8 22.4 0.0 1.2

上飯田エリア 129 46.5 41.1 24.8 69.0 28.7 14.0 17.8 3.1 0.8

上飯田団地エリア 23 69.6 34.8 21.7 73.9 39.1 17.4 34.8 4.3 4.3

いちょう団地エリア 27 59.3 33.3 33.3 63.0 29.6 29.6 25.9 7.4 3.7

中田エリア 305 52.1 41.0 25.9 67.9 32.1 13.8 22.0 0.3 5.6

しらゆりエリア 58 46.6 46.6 20.7 65.5 32.8 12.1 13.8 1.7 1.7

Ｆ３ 連合

問23 災害に強いまちづくりを進めるため、重要だと考える施策


